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山形大学農学部研究シーズ集

衛星及びドローン画像，ディープラーニング，地理情報システム(GIS)

■研究概要
　森林は動物や植物の生育する場所であり、水源を守る、二酸化炭素の吸収、土砂
を流出の防止など、SDGsの目標の達成に重要な機能を持っています。 森林整備を
行わない場合、これらの機能が発揮されず地球温暖化が更に進行する、また、洪水
の発生が頻発する問題を引き起こします。
　近年、日本の森林整備事業地では年間約37,000 件もの膨大な間伐が実施されて
います。その検査に費やされる間伐事業者や地方自治体の負担が問題となっていま
す。本課題を解決するため、衛星画像から森林の変化をAI（ディープラーニング）
にて木の領域特定と画素数の解析を行い、間伐前後の差分を計算することで間伐量
を推定する方法を開発しています。現地調査を行わず、デジタル技術を活用し、森
林管理ができることにより、森林管理の人的負担の軽減を目指しています。

林業におけるAI（ディープラーニング）
技術を用いた森林管理
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■どのような共同研究・連携に結びつけられるか？
・林業における管理機関、管理会社、森林組合の方々の管理業務の省力化研究
・森林管理におけるデジタルデータ活用
・林業以外の方が本業界へ参入される方への支援

間伐前画像

間伐後画像をU-netにて
木の領域の画素を認識

間伐前画像をU-netにて
木の領域の画素を検出

間伐後画像

間伐前・間伐後の画像に
対して、ディープラーニ
ングにおけるセマンテッ
クセグメンテーションの
手法を用いて、木の領域
の画素を検出させ、その
領域の差分を算出するこ
とで間伐率を推定。

この際、木の領域の検出
精度を高めるために、教
師画像アノテーション
（ラベル付け）を慎重に
行う必要があります。

Esri社の地理情報システム“ArcGIS Pro”上でディープラーニング、セマンティックセグメンテーション技術を活用

ディープラーニングにおける
セマンテックセグメンテー
ションの活用例（赤い部分を
猫として抽出）

間伐推定
へ応用

猫の画像


